
（様式１）
ナショナルバイオリソースプロジェクト課題提案書
中核的拠点整備プログラム（「ヒトに対する病原性ウイルス及び人獣感染ウイルス」リソース拠点）
	提案課題名
（英語表記）
	ヒトに対する病原性ウイルス及び人獣感染ウイルスリソース拠点の整備
(Development of △△)
	対象とする
ウイルス
	

	公募名（事業名）
	ナショナルバイオリソースプロジェクト

	実施期間
	令和３年　３月　　～　　令和４年　３月　３１日

	e-Rad研究分野（主）　　　
キーワード
	○△□、○□△（注：e-Radの研究分野（主）の「キーワード」を記入）

	代表機関課題管理者　氏名
	（フリガナ）
	イリョウ　ハルコ

	
	（漢字等）
	医療　春子　　　　　IRYOU Haruko

	代表機関
	○○法人○○大学

	住所
	〒XXX-XXXX

	電話番号
	XX-XXXX-XXXX
	ＦＡＸ
	XX-XXXX-XXXX

	E-mail
	YYY@YY.jp

	部局
	△△△学部△△△学科

	職名
	△△△

	経理事務
担当者氏名
	□□　□□
	経理担当部局名・連絡先等
	○○○○大学管理部○○課
電話番号：        　　FAX番号：
E-mailアドレス：

	分担機関課題管理者　氏名※
	（フリガナ）
	ヤマダ　ハルオ

	
	（漢字等）
	山田　春男　　　　　YAMADA Haruo

	分担機関
	△□法人△□大学

	住所
	〒XXX-XXXX

	電話番号
	XX-XXXX-XXXX
	ＦＡＸ
	XX-XXXX-XXXX

	E-mail
	YYY@YY.jp

	部局
	△△△学部△△△学科

	職名
	△△△

	経理事務
担当者氏名
	○△　○△
	経理担当部局名・連絡先等
	△□大学管理部○○課
電話番号：        　　FAX番号：
E-mailアドレス：


※分担機関課題管理者に関する項目については、全ての分担機関について記載してください。分担機関の数に応じて適宜記入欄を追加してください。
注：記載例と説明文（青字かつ斜体の全ての箇所）を削除して提出して下さい。
各年度別経費内訳
	大項目
	中項目
	R2年度
	R3年度
	年度
	年度
	年度
	計

	直
接
経
費
	1.物品費
	設備備品費
	
	
	
	
	
	

	
	
	消耗品費
	
	
	
	
	
	

	
	2.旅費
	旅費
	
	
	
	
	
	

	
	3.人件費
・謝金
	人件費
	
	
	
	
	
	

	
	
	謝金
	
	
	
	
	
	

	
	4.その他
	委託費
	
	
	
	
	
	

	
	
	外注費
	
	
	
	
	
	

	
	
	その他
	
	
	
	
	
	

	
	（A）小計
	
	
	
	
	
	

	（B）一般管理費
（上記経費の10%以内）
	
	
	
	
	
	

	合計（A+B）
	
	
	
	
	
	


（単位：千円）
研究組織（代表機関課題管理者及び分担機関課題管理者）
	
	氏名
生年月日

(年齢：令和2年4月1日時点)
研究者番号
	所属機関※１
部局※１
職名※１
	現在の専門
学位（最終学歴）
学位取得年

役割分担
	令和2年度
事業費※2
（千円）
	エフォート
（％）

	代表機関課題管理者
	〇△〇□
S49/11/11

（XX）

12345678
	○○法人○○大学
	△△△
	X,XXX
	XX

	
	
	△△△学部△△△学科
	△△博士（○○大学）
H14年
	
	

	
	
	△△△
	△△△
	
	

	同上
	
	（主たる実施場所）
△□法人△□大学
	
	X,XXX
	XX

	
	
	△△△学部△△△学科
	
	
	

	
	
	□□□
	
	
	

	分担機関課題管理者
	□□○○
S50/11/11

（XX）
98765432
	△□法人△□大学
	□○□
	X,XXX
	XX

	
	
	△△△学部△△△学科
	○○博士（□△学）
H15年
	
	

	
	
	□□□
	□□□□□
	
	


	同上
	
	（主たる実施場所）
△□法人△□大学
	
	X,XXX
	XX

	
	
	△△△学部△△△学科
	
	
	

	
	
	□□□
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計　２名
	事業費合計
	X,XXX
	


※1　所属機関と本提案課題の主たる実施場所が異なる場合は、主たる実施場所についても記載してください。
※2　事業費については、直接経費を記載してください。
（様式２）
全　体　計　画
	申請課題名
	ヒトに対する病原性ウイルス及び人獣感染ウイルスリソース拠点の整備

	対象とするウイルス等名
	

	代表機関名
	
	代表機関課題管理者名
	

	当該バイオリソースの分類　　　　　　　☑分類１　　　　　　　□分類2　

	（１）対象とする生物種等の特性及びそれを取り巻く状況

	【提出時には以下の観点など青字部分は削除して下さい。（次項目以降も同様）】
・当該生物種のリソースを整備する科学的・技術的意義、優位性
・以下の要件への適合性について事業趣旨に沿った内容であることの説明
ａ）ライフサイエンス研究の発展に不可欠であり、安定的な組織としての保存、供給体制の整備が適切であるバイオリソースであること
ｂ）利用する研究者のクリティカルマスが存在するバイオリソースであること。例えば、収集・保存・提供するウイルスの数や種類に関する数値目標などが、ある程度具体的に検討されていること。
ｃ）標準的な系統＊が存在するバイオリソースであること
　　（＊性質が十分解析されており、再現性が保証されているもの）
ｄ）我が国の独自性を発揮した研究、あるいは既に高いポテンシャルを有する研究を進めていくうえで重要なバイオリソースであること
・他省庁で整備されているリソースとの区別及び分担・連携の状況（将来分担・連携することが可能な体制であるか）
・海外類似のバイオリソース事業と比べた、本事業の計画の適切性（我が国において類似の事業を実施する必要性等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等について記載して下さい。



	（２）当該生物種等における実績　　　（実績数値は別紙４に記載してください）

	・ヒトに対する病原性ウイルス及び人獣感染ウイルスの取り扱いに関する実績（例えば、過去5年間の収集・保存・他機関への提供の実績及び当該ウイルスに関する研究論文）。
・標準化、品質の確保・高度化にかかわる技術レベルおよび関連する実績


	（３）達成目標　　　（数値目標は別紙４に記載してください）

	· リソース分類を正確に認識し、それに見合った目標設定になっているか。
· 分類に応じたバイオリソースの整備・充実を計画しているか。
· リソースを利用する研究者のニーズに応えることができるか。（ニーズの把握方法等）
· 我が国の独自性のあるリソースを収集・保存・提供することができるか。
· 普及活動（広報、研修事業等）を行う等、研究コミュニティの拡大を図ることができるか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等について記載して下さい。



	（４）全体計画


	・①リソースの収集・保存・提供を可能とする体制整備に関する計画、②品質の確保や質・付加価値の向上のための計画、③普及活動（広報、研修事業等の研究コミュニティの拡大のための活動）の具体的かつ可能な限り定量的な計画
　※①、②、③については、これまでの実績等を踏まえて記載
・ナショナルバイオリソースプロジェクト（以下「NBRP」という。）の情報センター整備プログラム（以下「情報センター」という。）と連携したリソースの所在情報、特性情報、論文情報等のデータベースの構築の計画
・NBRPの情報センターと連携した国際連携、ABS対応等の活動計画
・生物遺伝資源移転同意書（MTA）等による知的財産権、利用権に関する取組み計画
・当該申請課題に関する生命倫理・安全及びバイオセーフティ等に関する取組み計画
　
等について記載して下さい。


	（５）年次計画


	【令和２年度】
・ウイルスリソースの収集・保存・提供等の実施に向けた体制構築に必要となる物品（大型設備備品・消耗品）の導入及び体制整備に関する計画等を記載して下さい。
　

	【令和３年度】
・令和２年度の実施計画等を踏まえた、ウイルスリソースの収集・保存・提供等の実施に向けた体制整備に関する計画（令和3年度以降の収集・保存・提供等の実施可能となる見込みを含む。）等を記載して下さい。


	（６）実施体制


	・実施体制の全体像（代表機関課題管理者を中心に、代表機関、分担機関、バックアップ協力機関、代表機関内における関係部局、各々の担当者、連携する国内外の機関等について図示するなど分かりやすく具体的に記載）
・各研究者の役割分担
・分担機関を設置する場合は、担当する業務とその必要性
・課題のマネジメント体制・方法
・連携する国内外の機関がある場合にはその機関名と連携の内容
・運営委員会の構成や検討事項、課題解決に向けた運営への反映の方法
・実施機関からの支援
・研究者コミュニティとの連携や研究者コミュニティからの支援等
・各研究者等のエフォート
　　　　　　　　　　　　　　　　　等について記載して下さい。


	（７）所要経費

	・支出経費の内訳、支出計画
・企業を含めた利用者に対する提供手数料（注）の設定の考え方
（注）バイオリソース整備と運営に係る経費のうち、提供数や提供回数に応じて増減する変動経費は、本事業の安定的な事業運営に影響するため、提供機関が負担することは妥当ではなく、原則、受益者負担の観点から利用者の負担として徴収すべき経費とされています。提供手数料については、提供するために係る経費を包含するものとし、梱包・運送費だけでなく、例えば、検査検疫やリソース補充のための経費等、提供することにより発生する経費を含めて設定することを基本とします。

・実施機関からの支援について
　　　　　　　　　　　　　　　等について記載して下さい。


（様式３－１）
代表機関・分担機関毎の計画概要（代表機関）
  機関名：　　　　　　　　　　　　　　　　　課題管理者：

	ａ）代表機関の達成目標（代表機関のみで実施する場合は記入不要）

	・様式２（３）達成目標の記載内容に沿って記入して下さい。


	ｂ）目標達成に向けた実施計画、実施体制
実施体制図を様式３別紙1として添付してください。（代表機関のみで実施する場合は記入不要）

	・様式２（４）全体計画（５）年次計画（６）実施体制の記載内容に沿って記入して下さい。


	ｃ）令和２-３年度の計画項目及び実施時期,


	様式３別紙２に記入してください。

	ｄ）年度別所要経費概算

	直接経費
	大項目
	中項目
	予定経費（単位：千円）

	
	
	
	令和２年度
	令和３年度

	
	物品費
	設備備品費
	
	

	
	
	消耗品費
	
	

	
	旅費
	旅費
	
	

	
	人件費・謝金
	人件費
	
	

	
	
	謝金
	
	

	
	その他
	委託費
	
	

	
	
	外注費
	
	

	
	
	その他（諸経費）
	
	

	（A）直接経費小計
	
	

	（B）一般管理費【10】%
（委託費を除いた直接経費の10%以内）
	
	

	合計（A+B）
	
	

	ｅ）購入予定の設備備品

	

	ｆ）所要額の積算根拠

	①収集に係る経費
②保存に係る経費
③提供体制の整備に係る経費



（様式３－２）

代表機関・分担機関毎の計画概要（分担機関）

   機関名：　　　　　　　　　　　　　　　　　課題管理者：
	ａ）分担機関の達成目標

	・様式２（３）達成目標の記載内容に沿って記入して下さい。


	d）年度別所要経費概算

	直接経費
	大項目
	中項目
	予定経費（単位：千円）

	
	
	
	令和２年度
	令和３年度

	
	物品費
	設備備品費
	
	

	
	
	消耗品費
	
	

	
	旅費
	旅費
	
	

	
	人件費・謝金
	人件費
	
	

	
	
	謝金
	
	

	
	その他
	外注費
	
	

	
	
	その他（諸経費）
	
	

	（A）直接経費小計
	
	

	（B）間接経費/一般管理費※1【30】%

（直接経費の30%/10%以内）
	
	

	（C）合計（A+B）※2
	
	

	※1：間接経費を直接経費の30%以内、もしくは、一般管理費を直接経費の10%以内で計上可能。
※2：合計額「（C）」を、代表機関の「委託費」に記載すること。

	e）購入予定の設備備品

	

	f）所要額の積算根拠

	①収集に係る経費
②保存に係る経費
③提供体制の整備に係る経費



（様式３ 別紙１）
実施体制図
代表機関、分担機関の組織（所属機関と本提案課題の主たる実施場所が異なる場合については、主たる実施場所についても記載）、体制、連携、協力体制等について体制図を記載してください。各機関の役割が分かるように記載してください。また、課題の運営・推進及び進捗管理等の体制や方法について記載してください。
【体制図記載例】
角丸四角形：大学等、楕円：企業、長方形：AMED
点線矢印：契約の流れ、二重矢印線：試料、情報等のやりとり、分担の役割

（様式３ 別紙２）
令和２-３年度の計画項目及び実施時期
代表機関及び分担機関を合わせた計画項目及び実施時期を記載してください。
	計画項目
	担当者
氏名
	実施時期（令和２年～令和４年３月）

	
	
	R2.-  R3.3
	R3.4-7
	R3.8-11
	R3.12-  R4.3
	
	

	１．○○の収集
・○○の整備
・○○の整備
	
	
	
	
	
	
	

	２．○○の保存
・○○の整備
・○○の整備
	
	
	
	
	
	
	

	３．○○の提供
・○○の整備
・○○の整備
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


（様式４）

代表機関・分担機関毎の研究者調書
  代表機関・分担機関の別：
  機関名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　課題管理者：

ａ）課題管理者及び課題管理協力者※（研究者ごとに記載してください）
	研究者名
	役　職
	最終学歴
（学位）
	専　門
	本提案課題における役割
	任期の有無
	ｴﾌｫｰﾄ
(%)
	雇用の
財源

	（課題管理者）
○○　○○
	特任准教授
	□□大学大学院□□研究科修了（××博士）
	分子生物学
	△△系統の配列情報出力
	有
	□%
	運営費交付金

	（課題管理協力者）
○○　○○
	准教授
	□□大学大学院□□研究科修了（××博士）
	実験動物学
	△△系統の配列情報出力
	無
	□%
	運営費交付金

	（課題管理協力者）
○○　○○
	特任助教
	□□大学大学院□□研究科修了（××博士）
	○○○○学
	△△△△△△
	有
	□%
	運営費交付金

	（課題管理協力者）
○○　○○
	研究員
	□□大学大学院□□研究科修了（××博士）
	○○○○学
	△△△△△△
	有
	80%
	本提案課題経費

	（課題管理協力者）

	
	
	
	
	
	
	

	（課題管理協力者）

	
	
	
	
	
	
	

	（課題管理協力者）

	
	
	
	
	
	
	


※課題管理協力者とは、課題管理者が管理する業務を協力して実施する研究者で、協力した業務に関して責任を負う者をいいます。
ｂ）研究者調書（研究者ごとに記載してください）
	研究者氏名
	
	部署（部局、教室名）･役職名
	

	①当該リソースに関する経験、知識


	

	②研究業績（本提案課題に関連したもの5件以内）


	発表論文名・著書名（論文、著書名、著者名、学協会誌名、巻（号）、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してください。）

	


c)　NBRP及び他制度の研究資金の応募・受入等の状況・エフォート

（１）応募中の研究費
	資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）
	研究課題名
（研究代表者氏名）
	役割(代表・分担の別)
	令和２年度の研究経費
（直接経費）

 [期間全体の額] 

(千円)＊
	エフォート(%)
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本提案課題を応募する理由


	【本提案課題】
（R2）
	○○と△△の相関に関する基盤整備
（○○○○）
	代表
	6,000

[18,000]
	30
	（総額21,000千円）*

	科学研究費補助金・挑戦的萌芽研（R2~R3・日本学術振興会）
	○○と△△の□□への依存性に関する調査研究（○○○○）
	代表
	3,000

[9,000]
	20
	本提案課題とは××の視点から調査する意味で異なり、本提案課題により統合的に理解が進むため。
（総額　9,000千円）*

	令和２年度○○財団研究助成金（R2・○○財団）
	××と□□の研究
（○○○○）
	分担
	1,000

[1,000]
	10
	本提案課題とは××の視点から調査する意味で異なり、本提案課題により統合的に理解が進むため。



（２）現在受け入れている研究費（予定含む）
	資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）

	研究課題名
（研究代表者氏名）

	役割(代表・分担の別)
	令和２年度の研究経費

[期間全体の額]
(千円)＊
	エフォート(%)
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本提案課題を応募する理由


	2018年度○○財団研究助成金（H30・○○財団
	××と□□の研究
（○○○○）
	代表
	1,000

[1,000]
	10
	本研究とは××の視点から調査する意味で異なり、本応募研究により統合的に理解が進むため。
（総額　5,000千円）*

	○○事業（2017～2021・AMED）

	××と□□の研究
（○○○○）
	分担
	1,000
[5,000]
	10
	本研究とは××の視点から調査する意味で異なり、本応募研究により統合的に理解が進むため。



　*（　）内には、実施期間全体の直接経費の合計を記載してください。
（３）その他の活動　　　エフォート：　２０　％
（様式５）
機関に係る情報
　
  代表機関・分担機関の別：
  機関名：　　　　　　　　　　　　　　　　　課題管理者：

ａ） 大学・研究機関等の概要
	①機関名
	

	②機関の長
	役職名
	
	氏　名
	　　　　　　　　　　　

	③事務責任者
	役職名
	
	氏　名
	　　　　　　　　　　　

	④機関の設置の目的及び業務の内容
	

	⑤本提案課題に関連する施設・設備の概況
	


ｂ）本提案課題に対する機関の取組等
	①本提案課題に対する機関の取組

	

	②知的財産権（生物遺伝資源移転同意書（MTA）を含む）に関する体制及び取組

	

	③動物実験、遺伝子組換え生物等の使用等の生命倫理・安全に関する取組に関わる法令・指針等を遵守する体制（公募要領P１６「◎動物実験、遺伝子組換え生物等の使用等の生命倫理・安全に関する取組に関わる法令・指針等」を遵守する取組・体制）

	

	④バイオセーフティに関する取組・体制（「バイオセーフティーレベル３（BSL-3）施設等を有するかどうか」は必ず記載してください。）

	


（別紙３）※分担機関がある場合のみ提出してください（分担機関ごとに作成）。
令和２年　　月　　日　　
承　　　　諾　　　　書
（代表機関名・代表機関課題管理者の職名）

（代表機関課題管理者の氏名）　殿
（分担機関名・分担機関所属長の職名）

（分担機関所属長の氏名）　　　　　　　公印
  「ナショナルバイオリソースプロジェクト」の補助事業課題の募集に対し、当機関（研究所）の職員が、下記により応募することを承諾いたします。
記
１．補助事業課題名　：　（課題名を記載）  
２．研究者氏名　：　（氏名のみ記載）
（課題管理者・課題管理協力者を記載）
注：所属機関長の氏名は、学部長、附属研究所所長等の部局の長が承諾書に関する権限を委任されている場合は、これら部局の長の氏名で差し支えありません。

注：同一の課題について、同一の機関から複数の研究者が参加しようとする場合は、「２．研究者氏名」に連記して差し支えありません。

（要約（英文・和文））
Summary of Proposal

* Please limit this “Summary of Proposal” form to two (2) pages.

 1. Project title 
Study of  ･･･
 2. Principal investigator 
· Name 


Hanako Iryou　　　　

· Gender　


Male☐ Female☒ Other☐ Rather not say☐
· Researcher ID（8 digits） 
XXXXXXXX
· Date of birth (Age) 

19XX / XX / XX  (XX: As of April 1, 2020)
· Affiliation 


ZZZZZZ University
· Department 

Department of YYYYYY
· Position title 

Professor
· E-mail address 

ZZZZZZ@YY.jp
 3. Abstract (400 words maximum) 

Outline your research proposal, mentioning the anticipated results, in 400 words or less.
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○.○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○.
 4. Keywords (10 items maximum) 

List as many as 10 terms that most likely represent the essence of the proposed research.

1. 　　　　　　 2. 　　　　　　 3. 　　　　　　　4. 　　　　　　　 

5. 　　　　　　 6. 　　　　　　 7. 　　　 　　　 8. 　　　　　　　 

9. 　　　　　　 10. 　　　　

 5. Publication list (10 items maximum) 
List as many as 10 peer-reviewed articles published in English in reverse chronological order (most recent first), and specify the most relevant one(s) with an asterisk(s) (*).

1. 

*2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10.

課題提案書要約
注：本「課題提案書要約」は２頁以内に収めてください。

 １．提案課題名 
△△△△の創出を目指した研究

 ２．代表機関課題管理者
· 氏名 


医療　花子
· 性別


男☐　女☒　その他☐　回答したくない☐
· 研究者番号（８桁）
 
XXXXXXXX
· 生年月日（年齢）

19XX 年 XX 月 XX日（XX歳：2020年4月1日時点）
· 所属研究機関

○○法人○○大学
· 所属部局 


△△△学部
· 職名 


教授
· 連絡先（E-mail） 

ZZZZZZ@YY.jp
 ３．アブストラクト 

1,000文字以内で簡潔に記載してください（期待される成果も含む）。

○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
 ４．キーワード（10単語以内） 

提案内容を示す、適切かつ重要と思われる単語を記載してください。(例：研究手法、使用技術、医薬品モダリティ、生命現象、対象部位（臓器、組織、細胞等）、対象集団（妊産婦、AYA世代など）、実験動物等、の具体名)
1．△△計測　　2．○○合成阻害剤　　3．　．．．．．．
 ５．対象疾患（10個以内） 

研究の主題に近いものから順番に、主要な疾患名を10個以内で記載してください。なお、未診断疾患が対象の場合は「未診断疾患」、具体的な対象疾患が無い又は未定の場合は「対象なし」と記載してください。

1．△△感染症　　2．○○病　　3．□□症候群　．．．．．．
注：以下のページ（「課題提案書様式記入要領」）は、全て削除して提出して下さい。
注：課題提案書中の記載例と説明文（青字かつ斜体の全ての箇所）を削除して提出して下さい。
課題提案書様式記入要領
ナショナルバイオリソースプロジェクト
【中核的拠点整備プログラム（「ヒトに対する病原性ウイルス及び人獣感染ウイルス」リソース拠点）】

課題提案書の作成に当たっては、下記のことに留意しつつ公募要領に基づいて、代表機関課題管理者が責任をもって作成願います。

１　全体共通
１．原則としてフォントは明朝体、サイズは10.5ポイントを使用して日本語で作成してください。なお、「Summary of Proposal」は、課題提案書要約を英文で作成して下さい。
２．課題提案書は次の順番に並べて提出してください。
１　様式1
２　様式2：全体計画
３　様式3-1：代表機関・分担機関毎の計画概要（代表機関）
４　様式3-2：代表機関・分担機関毎の計画概要（分担機関）
５　様式3 別紙１：実施体制図
６　様式3 別紙2：令和２-３年度の計画項目及び実施時期
７　様式4：代表機関・分担機関毎の研究者調書（代表機関）
８　様式4：代表機関・分担機関毎の研究者調書（分担機関）
９　様式5：機関に係る情報（代表機関）
１０　様式5：機関に係る情報（分担機関）
１１　別紙3：承諾書（分担機関のみ）
１２　要約（英文・和文）
１３　別紙4：バイオリソースの収集・寄託者・保存・提供・利用者の数値目標と実績
３．課題提案書には、ページ番号を各ページの下中央に記入してください。
２　（様式1）
１．提案課題名

本提案課題の実施期間終了時までの事業内容を表す提案課題名を選定してください。実施期間中の課題名の変更は認めません。ただし、課題選考の結果、課題名の変更を求める場合があります。

２．対象とするウイルス
本プログラムにて収集・保存・提供を行おうとするヒトに対する病原性ウイルス及び人獣感染ウイルスの対象とするウイルス種等（例：Aウイルス、Bウイルス、Cウイルス、Dウイルス）を記入してください。
３．代表機関

機関名は「○○法人○○大学」、「○○法人○○研究所」等の法人名を記入してください（「○○学部」等の部局名ではありません）。

４．代表機関課題管理者

本提案課題について、実施計画の策定や成果の取りまとめなどの責任を担う研究者（代表機関課題管理者）に係る情報を記入してください。

５．当該バイオリソースの分類
この募集では＜分類1>として実施することとしております（改めて分類を選択いただく必要はありません）。
（参考）

＜分類1＞ 基幹的なバイオリソース

世界的規模で活用されるモデル生物等、バイオリソースとしての基幹的地位が確立しており、今後、ライフサイエンス研究動向を見据えたより戦略的な品揃えの整備、品質確保、マネジメントの高度化などが必要なバイオリソース
＜分類 2＞ 維持の必要なバイオリソース

学問的な重要性や我が国の独自性を発揮した研究など他に代えがたい優位性を有し、ライフサイエンス研究の基盤として収集・保存・提供の継続が必要なバイオリソース
６．分担機関

機関名は「○○法人○○大学」、「○○法人○○研究所」等の法人名を記入してください（「○○学部」等の部局名ではありません）。また、分担機関が参加する場合には、分担機関の承諾書（別紙３）が必要となりますので、承諾書（公印を押したもの）をスキャンしたPDFを課題提案書にまとめたファイルとして提出してください。
７．研究組織（代表機関課題管理者及び分担機関課題管理者）
各機関の課題管理者を記入してください。また、各機関の令和2年度所要見込額（直接経費、一般管理費は含まない）の合計、実施機関全体の所要見込額（直接経費）を千円単位（千円未満は切り捨て）で記入してください。なお、一般管理費とは事業費に対して一定比率（委託費を除いた直接経費の10％以内で計上可能）で手当され、一般管理業務に必要な経費として、AMED が支払い、実施機関が使用する経費です。
３　（様式2）
以下の各項目については、公募要領の「Ⅲ 公募・選考の実施方法　３．提案書類の審査の実施方法 （２） 審査項目と観点」を踏まえて作成してください。
（１）対象とする生物種等の特性及びそれを取り巻く状況
・ヒトに対する病原性ウイルス及び人獣感染ウイルスについて、対象とするウイルスの選択理由を記載してください。バイオリソースとしての重要性や独自性とともに、バイオリソースとして提供できる標準的な系統が存在しているのか、バイオリソースを提供することによりライフサイエンス研究にどのように貢献するのか等も記入してください。

・当該生物種等について、当該申請機関を中核的拠点としてＮＢＲＰにより整備する必要性を国内的・国際的位置づけも踏まえて記入してください。海外の研究機関や国際組織との連携協力を行っているか、他省庁で整備されているリソースとの区別及び分担・連携はされているか（将来分担・連携することが可能な体制であるか）等についても記載してください。
（２）当該生物種等における実績　　　（実績数値は別紙４に記載してください）

・ヒトに対する病原性ウイルス及び人獣感染ウイルスの取り扱いに関する実績（例えば、過去5年間の収集・保存・他機関への提供の実績及び当該ウイルスに関する研究論文）について記載してください。
・標準化、品質の確保・高度化にかかわる技術レベルおよび関連する実績について記載してください。
（３）達成目標　　　（数値目標は別紙４に記載してください）

・当該生物種等について、分類に応じた戦略的整備として、本事業（収集・保存・提供）の目標を算定の根拠も含め具体的に記入してください。

・当該生物種等を整備し、ユーザーに提供することで、どのような研究の進展を生むことができるのか、その見通しを記入してください。

（４）全体計画
· 目標達成に向けた実施計画について、収集方法、収集範囲等を含め具体的に記入してください。また、提供の実施計画について、今後考えられる提供先、提供数等について具体的に記入してください。

· 当該生物種におけるゲノム編集技術の状況、及び本事業（収集・保存・提供）への影響、そのための体制整備などの計画について記載してください。

・　①リソースの収集・保存・提供計画、②品質の確保や質・付加価値の向上のための計画、③普及活動（広報、研修事業等の研究コミュニティの拡大のための活動）を具体的かつ可能な限り定量的な計画を記載してください。

・情報センターと連携したリソースの所在・特性情報、成果論文等のデータベースの構築、リソース利活用推進のための研修事業や広報活動強化の計画、及びABS対応等の活動計画について記載してください。

（５）年次計画
· 全体計画を達成するための具体的な年度計画及び年度目標等について記載して下さい。
（６）実施体制
· 収集・保存・提供について、目標達成に向けてどのような実施体制出行うのか。また、リソースのバックアップ体制について記入してください。複数機関の連携で実施する場合は、なぜ分担機関が必要なのか、課題全体の中で代表機関と分担機関の役割分担がどのようになっているのか。また、中核機関のマネジメント構想等を記入してください。

· 実施機関からの経費以外の支援（事務的、あるいは人的な支援等）がある場合はその内容を記載してください。

· また、リソース運営委員会の体制（委員の構成、運営委員会委員長の候補者等）を記入してください。運営の改善やリソースの利活用を推進するため、中核的拠点の実施者を事務局として、ユーザーコミュニティや有識者で構成されることが求められます。

（７）所要経費
・経費の内訳、及び支出計画について記載してください。また実施機関からの経費的な支援があればその内容を記載してください。

・提供手数料については、受益者負担の原則及び安定な事業運営のために適切な設定が求められます。料金設定の根拠と収支の見込みについて記載してください。

４　（様式3）

様式3は代表・分担機関毎に作成してください。様式3-1、様式3別紙1及び様式3別紙2は代表機関が、様式3-2は分担機関が作成してください。
ａ）代表機関・分担機関の達成目標

全体計画の目標達成に向けて、代表・分担機関が掲げる目標を記入してください。
ｂ）目標達成に向けた実施計画、実施体制（代表機関のみ）
全体の実施計画の業務の年次計画、実施体制を記入してください。体制図は、様式３別紙１に記入してください。なお、代表機関のみが実施機関となる場合は記入不要です。
ｃ）年次計画及び計画項目（代表機関のみ）
全機関で計画している業務（例：○○の収集、△△の保存、□□の提供）の実施期間を、様式３別紙２に、業務項目毎に矢印で示してください。

ｄ）年度別所要経費概算
様式３－１、代表機関の場合
申請機関の年度毎の所要経費の概算を千円単位（千円未満は切り捨て）で記入してください。また、合計額は、（様式１）の「研究組織（代表機関課題管理者」と一致させてください。

· 申請機関の年度別所要経費の概算を費目別に千円単位（千円未満は切り捨て）で記入してください。

· 補助事業の実施に伴う経費における、補助金の予算費目と各費目の取扱いの詳細については、下記URLより「補助事業事務処理説明書」を参照して下さい。

　　 「事業手続き（様式集など）＞事務処理説明書･様式集（補助事業）」https://www.amed.go.jp/keiri/youshiki_hojo.html
　 様式３－２、分担機関の場合
　「分担機関」は、「代表機関」と委託契約を締結して、代表機関の委託先となります。また、間接経費を直接経費の30%以内、もしくは、一般管理費を直接経費の10%以内で計上可能です。「分担機関」の直接経費と間接経費/一般管理費を加算した金額「（C）合計」を代表機関の委託費に記載してください。
ｅ）購入予定の設備備品

　　「ｄ）年度別所要経費概算」の「設備備品費」に計上している設備備品の名称（形式を含む）、単価、購入数、購入予定年度、使用目的を記入してください。

ｆ）所要額の積算根拠

年度別にどのような業務にどのような経費が掛かるのか、簡潔に記入してください。
５　（様式4）
　様式4は申請機関毎に作成してください。

ａ）課題管理者及び課題管理協力者

申請機関において、提案課題の業務に従事する研究者の名前、役職等を例に倣って記入してください（例は削除してください）。

ｂ）研究者調書

「ａ）課題管理者及び課題管理協力者」に記入した研究者毎に、当該リソースに関する経験や知識をどの程度有しているのか、また、本申請に関連した研究業績（5件以内）を記入してください。
ｃ）NBRP及び他制度の研究資金の応募・受入状況･エフォート
代表機関課題管理者、分担機関課題管理者がNBRP及び他制度（外部資金等）による助成を受けているもの及び申請中のものがある場合には、様式に沿って必要事項を記載してください。研究経費は，直接経費の総額を記入してください。該当がない場合には、「助成制度」の欄に「なし」と記入してください。
６　（様式5）
　様式5は申請機関毎に作成してください。
ａ）大学・研究機関等の概要

· 申請機関（学部等の部局ではありません）の名称、機関の長、事務責任者（契約担当理事、事務局長等の契約担当役）、機関の設置の目的及び業務の内容、本申請に関連する施設・設備の概況を記入してください。

ｂ）本申請に対する機関の取組等
各機関が本申請に対してどのような取組を考えているのか、知的財産権（生物遺伝資源移転同意書（MTA）を含む）に関してどのような体制が整備され、どのように取り組んでいるのか、動物実験、生命倫理・安全等の法令・指針及びバイオセーフティ等に関してどのような体制が整備され、どのように取り組んでいるのかを記入してください。
委託





委託





委託





分担機関


分担機関名（企業名）


課題管理者名


課題名「xxxxxxx」





解析





分担機関


分担機関名


課題管理者名


課題名「xxxxxxx」





加工





試料の提供





データ提供





分担機関


分担機関名


課題管理者名


課題名「xxxxxxx」





代表機関


代表機関名


課題管理者名


課題名「xxxxxxx」





AMED





本提案課題の課題管理者の応募時点における、（１）応募中の研究費、（２）現在受け入れている研究費（予定含む）、（３）その他の活動について、次の点に留意し記入してください。なお、複数の研究費を記載する場合は、線を引いて区別して記載してください。該当がない場合には、「資金制度」の欄に「なし」と記入してください。


「エフォート」欄には、年間の全仕事時間を１００％とした場合、そのうち当該研究の実施等


に必要となる時間の配分率（％）を記入してください。


「応募中の研究費」欄の先頭には、NBRPの本提案課題を記載してください。


注：必要に応じて行を挿入して構いませんが、1ページ以内に記載して下さい。





課題管理者への配分予定額(直截経費)








提案課題全体（直接経費）の総額


例）（6,000＋1,000（分担者））×3年





実施期間全体で課題管理者へ配分される総額（直截経費）（予定額）


例）6,000×3年





上欄と同様に研究代表者の場合、総額を記載





既に採択済みで研究費を受け入れている又は受け入れる予定となっているもの。適宜読み替え可能。
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